
工作機械のモデルベース開発に基づく
デジタルツイン＆VRシステムの構築

今後の
展開や
メッセージ モデルベースに基づくデジタルツインシステムが構築されれば、遠隔監視・操作による生産システムの更なる自動化だけではなく、

個々の工作機械の設計・開発から生産ラインまで一連のシステムの検討が可能となります。
本システムによる切削力推定や機械の動特性の把握を可能とし、制御パラメータの調整や切削条件の検討を行っていきます。

近年、様々な製品の設計開発に適用されているモデルベース開発は、
高い位置決め精度や剛性が要求される工作機械の開発においても、そ
の重要性が注目されています。また開発された工作機械を生産設備に
どのように組み込むかの検討や、加工状況の把握や遠隔監視といった
点では、デジタルツインやVRシステムの利用が広まってきています。
高精度位置決め制御を実現するために、工作機械送り駆動系のモデル
構築に必要なパラメータの同定方法から、これに基づいたデジタルツイ
ンシステムの構築と適用を行っています。さらにデジタルツインによる
切削力推定と主軸負荷に応じた送り速度の適応制御を試みています。
またVRによる工作機械の加工シミュレーションを開発し、遠隔操作・加
工状況モニタリングの実現を目指しています。
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VRによる工作機械の加工シミュレータにより、機械の操作訓練や加工状況のシミュ
レーションから、リアルタイム通信による遠隔モニタリングまでを可能にしています。

複雑なリンク機構で構成されたロボット
型工作機械をモデル化することで、バー
チャル空間でのシミュレーションと、実
動作をリンクさせたデジタルツインシス
テムを構築しています。
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